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れすぎてしまっています。が，経済協力開発機構(OECD:Organization for Economic Cooperation
 


































































































































































































＊日 時 2006年10月12日（木） 13：50～14：35

















?“Nice to meet you.”“Nice to meet you,too.”
?“Where are you from?”
?“I’m from the United States of America.”
?“Where do you live?”

















・♪London Bridge’s Falling Downの歌に合わせて子どもたちは橋をくぐり，歌の終わりでつか
まった子どもにマッコーネル先生が“What’s your name?”と質問し，子どもは“I’m???.Nice
 
















































































































































他の国からの人と討議People from Other Countries 6３
他の国からの人を迎えてPeople from Other Countries 5２
マジョリティ・マイノリティPeople from Other Countries 4１
10
月
地球に住む外国の人々調べ２People from Other Countries 3４
地球に住む外国の人々調べ１People from Other Countries 2３



































２ The Five Senses 1 五感ってすごい
３ The Five Senses 2 五感で探検
４ The Five Senses 3 五感と私
５
月
１ The Five Senses 4 五感で交信
２ The Five Senses 5 五感の弱さを補う方法・体験













１ The Seven Continents 1 地球との出会い
２ The Seven Continents 2 各大陸を中心にした地図作り
３ The Seven Continents 3 大陸への旅１
４ The Seven Continents 4 大陸への旅２
７
月
１ The Seven Continents 5 大陸への旅３


































２ Refugees 1 日本にいる難民の人々
３ Refugees 2 難民についてのビデオ
４ Refugees 3 難民発生国や受入国調べ１
２
月
１ Refugees 4 難民発生国や受入国調べ２
２ Refugees 5 難民と国の関係を討議しよう
３ Refugees 6 世界の平和に向けて
４ (まとめ) 発表・分かち合い
４
発表・分かち合い(まとめ)３
地球環境問題調べ２Toilet Paper 6２
地球環境問題調べ１Toilet Paper 5１
12
月
トイレットペーパーの旅調べToilet Paper 4４
世界のトイレToilet Paper 3３
私の身体と地球の環境Toilet Paper 2２
うんちの旅Toilet Paper 1第１週
異文化の理解
多様性から
自分を見つめ
地球環境へ
環
境
11
月
振り返り３
「私と地球」発表しよう２
「私と地球」各自まとめよう１
３
月
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な教育を受けてきたのだろうか，と考えてみる余裕はありませんでした。が，小学校英語にかかわら
せていただくようになってから，一人の学生が今までに受けてきた教育のありようというものが気に
なるようになりました。彼らが今まで受けてきた教育とこれから受ける大学の教育が同じ目標をめざ
した首尾一貫したものであったなら理想的ではないでしょうか。私立の一貫校に子どもを入れればそ
の理想は達せられるかもしれませんが，すべての家庭がそのような経済的余裕があるわけではありま
せん。公立の小学校，中学校，高校に行ったとしても，最初の段階から大学に至るまで，一貫した教
育方針がもっと明確に意識されるようになったら，日本の教育はもっと効果的なものになるのではな
いでしょうか。小学校から大学に至るまでのどの段階においても，国際理解教育の視点を入れた学習
が取り入れられ，前述したような５つの分野にまたがった様々なテーマに学生がいろいろな段階で何
度も何度も触れられるようなスパイラル方式のカリキュラムが組み立てられたなら，「小・中の英語の
連携」という議論のレベルを超えて，小・中・高・大の教育が統一性のあるものとなっていくでしょ
う。国際理解教育のテーマ別学習を小学校英語活動に取り入れることを提案すると，「ちょっと難しそ
う」と思われる先生がいらっしゃるようですが，その段階ですべてがわからなくても，その子が将来，
同じテーマに違った角度から何度も何度も出会うことになるということであれば，「難しすぎる」「こ
れでは子どもには理解できない」などという心配はなくなると思います。全部がわからなくとも，子
どもの心に何かの問題提起がなされたのであればよしとして，地球市民として子どもたちも子どもた
ちなりに考えるべき問題を学ばせていくのがいいのではないでしょうか。
あらゆる教育の目標を，「よい地球市民となるべく生涯学び続ける人を育てる」ということにおけば，
小さい子どもから大学生，そして大人の生涯教育にまでわたって，よりより学びの方向が模索してい
けると思います。教育は社会を改革していく力となりえるという可能性を信じて，人を育てるという
大事な仕事に真摯に取り組んでいきたいと考えています。
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